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とした。2011 年 3 ～ 4 月にかけて，1 校につき 12 部の
質問紙と，調査の説明書，調査協力の同意書を郵送した。
回答済質問紙は，21 校より 226 部を回収した（各校に
おいて 12 部の質問紙のすべてが教員に配布されたかは
確認できないため，教員単位の回収率は不明）。回答者
（226 名）の年齢は 20 歳代が 33 名，30 歳代が 66 名，40
歳代が 77 名，50 歳代以上が 46 名であった（4 名は無回
答）。また，中学校での勤務経験年数は 5 年未満が 35 名，
5 ～ 10 年未満が 42 名，10 ～ 20 年未満が 57 名，20 年
以上が 81 名，無回答 11 名であった。















































































－ 28 － － 29 －
発達障害のあるクラスメートに対する中学生の認識と教員の指導
ないことがわかる。






























































う、暴れる、相手が傷つくことを言うなど）をする」（記述のあった40名中12名）や「授業以外の集団活動から外れる行為（班活動に参加しない、当番をさぼるなど）をする」（7名）、「器物の破壊や破損・汚損といった行為（落書きをする、物を壊す、ごみを散らかすなど）をする」（6名）に関するものが多く、それ以外には、「授業から逸脱するような行為（遅れてくる、絵を描いている、寝ているなど）をする」（4名）、「授業を妨げる行為（私語が多い、立ち歩くなど）をする」（3 名）などがあった。生徒からの報告を受けて教員がどのように対応したかを自由記述式で尋ねたところ、「訴えてきた子どもに対応の仕方を教える」（記述のあった40名中9名）、「障害児と話す」（9名）、「その場で障害児を指導する」（6名）、「訴えてきた子どもや周りで見ていた子どもの話を聞く」（4名）、「障害児を落ち着かせる」（4名）、「訴えてきた子どもに『先生がその子と話す』と伝える」（4名）などが挙げられた。教員の対応を受けての生徒の反応について自由記述式で尋ねたところ、納得しなかったり、不満が表出されたりしたケースはなかった。  教員に対して「どうして～するのか」と疑問を投げかけたケースにおける生徒の発言の内容は、「なぜ暴れたり怒ったりするのか」（記述のあった19名中4名）、「なぜルールに反することをするのか」（3名）、「私語や独り言が多いのはなぜか」（3名）、「どうして言うことを聞かないのか」（2名）、「なぜ人の嫌がることをするのか」（1名）、「質問の内容やタイミングが大きくずれるのはなぜか」（1名）などであった。生徒の疑問に対する教員の対応は、「理由を説明する」（19名中9 
 表1．発達障害の特性のある子どもを担任した経験の有無 
 中学校 (N=226) 小学校 (N=187) （西館ら，2015） χ
2値 
整理整頓が苦手で物を頻繁に失くす 76％（171名） 78％（145名） 0.20  運動もしくは細かい作業が苦手で他児よりも不器用さが目立つ 73％（164名） 86％（160名） 10.22**友だちの反応をあまり見ずに、一方的に好きな話をし続ける 63％（143名） 63％（117名） 0.02  授業中に離席を繰り返す 50％（114名） 59％（110名） 2.90  うるさい場所が苦手で、騒ぐ他児に対して「うるさい」と怒る 24％（ 54名） 39％（ 72名） 10.30**常に叶えることがむずかしいこだわりがあり、それが通らないと怒る 19％（ 42名） 45％（ 84名） 33.48**周囲の理解があれば叶えられるこだわりがあり、それが通らないと怒る 15％（ 34名） 25％（ 47名） 6.61* 
                                                       ** p<0.01, * p<0.05 表2．発達障害児に関するクラスメートからの指摘 
 中学校 (N=226) 小学校 (N=187) （西館ら，2015） χ
2値 
教員に対して「（発達障害児）が～してくる」と言う 23％（51名） 42％（79名） 18.37**教員に対して「どうして（発達障害児）は～するのか」と問う 13％（29名） 20％（38名） 4.22* 発達障害児本人に対して、「～してはいけない」と言う 13％（30名） 25％（46名） 8.74**発達障害児本人に対して、「どうして～するのか」と問う 4％（ 9名） 6％（12名） 1.26  





































名中 5 名，対応の違いはないと否定した教員が 2 名，ど
のようなかかわり方がよいかを生徒に考えさせたり話し
合ったりした教員が 1 名，自らの対応を変えた教員が 1
名であった。「発達障害児への指導を厳しくしてほしい
という要望」に対しては，現在のようなかかわり方をす

















































































 中学校 (N=226) 小学校 (N=187) （西館ら，2015） χ
2値 
クラス内で、発達障害児を無視、攻撃する子どもが出てきた時 75％（169名） 71％（133名） 0.70  クラス内で、発達障害児が友だちの中に入れない場面が増えた時 54％（123名） 57％（106名） 0.21  発達障害児に対して教員が行った個別的配慮に、不公平感をもつ子どもが 出てきた時 54％（121名） 60％（112名） 1.68  クラス内で、発達障害児の言動に疑問をもつ子どもが出てきた時 50％（113名） 63％（117名） 6.55* クラスに発達障害児がいるかどうかや、何らかの問題が生じているかどうか にかかわらず、他児の理解を深める必要がある 30％（ 67名） 42％（ 79名） 7.11**その他 2％（  5名） 2％（  4名） ― 無回答 2％（  4名） 3％（  5名） ― 
                                                             ** p<0.01, * p<0.05 
 表4．クラスの子どもたちに求める発達障害児への接し方 
 中学校 (N=226) 小学校 (N=187) （西館ら，2015） χ
2値 
発達障害児の気持ちを考え、援助的にかかわってほしい 72％（162名） 60％（112名） 6.37* 発達障害児がクラスのルールに反することをしたら、教員に知らせてほしい 61％（137名） 61％（115名） 0.03  発達障害児の言うとおりにする必要はないが、その子どもの気持ちがおさまるまで非難せず、そっとしておいてほしい 54％（123名） 79％（147名） 26.44**発達障害児がクラスのルールに反することをしたら注意をしてほしい 23％（ 52名） 17％（ 32名） 2.20  発達障害児の気持ちがおさまるように、言うとおりにしてほしい 2％（  4名） 2％（  3名） 0.02  その他 5％（ 11名） 4％（  8名） ― 無回答 1％（  3名） 2％（  3名） ― 
                                                             ** p<0.01, * p<0.05 
 表5．クラスの発達障害児に関して他児に話す際の望ましい説明 
 中学校 (N=226) 小学校 (N=187)（西館ら，2015） χ
2値 
人にはそれぞれ努力してもできないこと、苦手なことがある 63％（143名） 63％（117名） 0.02  （発達障害児）は、苦手を克服しようと努力している 58％（131名） 69％（129名） 5.33* （発達障害児）には、良い面が多くある 56％（127名） 79％（147名） 23.03**理由があっても、許されないことはある 26％（ 59名） 28％（ 52名） 0.15  （発達障害児）が悪いのではなく、その子の中にいる○○（例；イライラ虫）が悪さをしている 6％（ 14名） 17％（ 31名） 11.36**その他 6％（ 13名） 5％（  9名） ― 無回答 4％（  8名） 2％（  4名） ― 












































































betu/material/1328729.htm>，（ 最 終 閲 覧 日：2015
年 2 月 10 日）．
Nishidate, A. & Tokuda, K. (2014) Elementary and 
Junior High School Student’s Attitudes Toward 
the Characteristics of Developmental Disability and 
Their Developmental Changes, The Asian Journal 









Takahashi, S. (2008) School Maladjustment and 
Problems of Educational Support for Students 
with Mild Developmental Disabilities: A Survey 
of Resource Rooms for Students with Emotional 
Disturbances in Elementary and Lower Second-
ary Schools in Tokyo, The Japanese Association of 
















本研究は JSPS 科研費 22330186 の助成を受けた。
（2015年８月25日受付）
（2015年９月25日受理）
